
  

 

 

 

 

 

市営住宅集約化事業において、令和６年（2024年）夏に笛田住宅Ａ棟が完成し、旧笛田

住宅の住民の方々の引っ越しが完了しました。Ａ棟がどんな建物かご紹介します。 

 

 

 
 
 

 

かまくら住宅ニュース 第 10号 

                 令和７年(2025年)２月 

 

 鎌倉市営住宅の集約化事業 その⑧ についてお知らせします 

裏面につづく 

外観 

広場 

１階廊下 

玄関 脱衣所 

居室（１DKタイプ） 

キッチン（１DKタイプ） 



  
 

 
 
 

お問い合わせは  鎌倉市 都市整備部 都市整備総務課 住宅担当 
         ℡  ０４６７－２３－３０００（内線２５５４、２８２４） 
         Mail jyutaku@city.kamakura.kanagawa.jp 

これまでの市営住宅より部屋の気密性、断熱

性が高いため、冷暖房などの空調エネルギーを

削減できます。 

また、太陽光パネルを設置し、環境への配慮

や災害時にも対応できるようにしています。 

Ａ棟は、廊下を一般的な共同住

宅より、幅を広くすることや階段

の傾斜を緩やかにすることで、誰

もが使いやすく安心して暮らせる

ようデザインしています。 

また、玄関の内外にベンチを置

くなど、高齢者でも生活しやすい

よう配慮しています。 

集約化で引っ越しした入居者をサポートするため、鎌倉市と国士舘大学の協力、連携を
図る協定を締結しました。 
 国士舘大学が笛田住宅Ａで実施している、入居者の交流や健康増進に関するイベントを
紹介します。 

【入居者のサポート】 

【Ａ棟の特徴】 

庭づくりワークショップ お茶会 

屋上の太陽光パネル 

緩やかな階段 玄関前のベンチ 


